
なお，このレンジは現在のところ調理ずみ食品の再加熱が最

も適している。(向田 幸一郎)

ざいがいじむしょ 在外事務所 国鉄の本社附属機関で，

ニューヨークおよびパリに白かれている。

在外事務所の所管業務は (1) 海外の交通関係諸情報の調査，

収集および提供に関するこ と (2) 海外広報に関すること (3) 

海外営業活動の推進に関すること(海外市場調査，海外におけ

る外人用周遊券等の委託販売，訪日観光団体等の輸送の案内お

よびあ っ 旋) (4) 鉄道関係国際機関との連絡および折衝に関

すること (5) これらの業務に付帯する業務および特に命ぜら

れた事項の処理に関することである。

この事務所が担当している区成は，ニュ ーヨ - !l 事務所につ

いては南北アメリカ州およびハ ワイ諸島，パリ 事務所について

はヨーロ ッパ州，アフリカ州および中近東諸国である。
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サービスきき サービス俊器 車両の室内設備品のうち，

飲料水用冷水器，食堂車( *ピ ュフェを合む)の食品の冷蔵設

備，調理用レンジ等を国鉄では車両用サー ピス機探と呼んでい

る 。

(1) 飲料水府冷水器

従来， 氷による冷水器が使用されていたが， 国鉄車両では昭

和 33 年 (1958) から電気冷水官官が設備されるようになり，現在

特急形旅客車 ・ 1 等寝台車 ・ 1 等座席卓および食堂市には， 官Z

気冷水器が設備されている。

電気冷水総には殺繭装置が組み込まれており，水 タン クから

給水された水は，まず殺菌燈に照射(紫外線照射) されながら流

れて冷却水 タ ンクへと送られる。 冷凍サイクんは一般の冷蔵周i

と全く問機であり .nミ縮機・凝縮器・キヤピラリチュープおよ

び冷却器等から構成され，殺菌された飲料水は，冷却管を巻き

付けた冷却水タンク lλlにたくわえられ，冷却されて冷い飲料水

として供給される。なお水温は温度調節採によ り n動的に調節

される。

(2) 冷蔵旅

国鉄における食堂 IIIには. 1I{l豹J 33 年(1 958) 以降氷冷蔵庫に

代わって電気冷蔵庫が設備されるようになり，内容fJ"( 6001 (一

般食品用). 2001 (すし種等用) . 501 (パタ一周)等がある。取扱

方は全く家庭品と同様である 。

(3) 飲み物冷蔵ケース

国鉄車μjでは食堂車に設備されており，びん砧牛乳等を低温

度で貯蔵するものである。冷凍サイクノレは一般の冷蔵庫と同線

であり，庫内温度は白動調節以により k(;; 7'C に保持される。

(4) ジュースクーラ

国鉄車両では特急形客車の 2 等事 (ナハ 20 形式)および新幹

線旅客電車の 事ピュ ブ ェに設けられた売店には， ジュ ー スクー

ラが設備されている。

ジ ュ スクーラは， ジ ュー スびんまたは，かん等を低温度に

貯蔵するもので，冷凍サイクルは一般の冷蔵庫と同じであるが，

まず冷却2:，によって水を冷却し ， 冷やされた水は，びんの低か

れている場所を循環し，びんは冷却水によって冷やされる。ジ

ュースびんまたは，かんの貯蔵温度は 8'C くらいが適当で，冷

却水が，この温度に冷えるよ う臼動温度調節認で調挫しである。

(5) アイスクリーム・スト y 力

国鉄では，現在急行形電車のビュフェに設備されている。

ア イ スクリームの最適温度はー 16 'C であるといわれている

写真ーl 電 気 レンジ外観

さ

が，このアイ兄クリーム・ストッカは内部温度が約 20 'C に

保たれるようにな っ ている。

(6) 電気レンジ (写真 1)

国鉄車両では7 シ 35 ・オ γ 17 形式食堂車には調理用として

石炭レンジが設備されているが，特急形旅客車の食堂車には電

気レンジが設備されている。

この電気レンジは，煮たきおよび保温用熱板を装置した調理

台と，その下にある炊飯器・オープン ・ 操作盤 ・ 配電盤守ーより

精成されている。 煮たきおよび保温用

熱板は強・中・弱に切換えできるよう

になっており ，炊飯器は最大 5. 41 (3 

升)の米をたくことができる容量のも

ので， プザタイマが備えてある。 また

オ ー プ ン内の温度は，操作鰍に取り付

けてある 自動温度調節~により 0-300

。C まで自動的に希望温度を求めるこ

とができる。

(7) 電子レンジ (写真 2)

近年電子工学の進歩により，電波を

応用した電子 レン ジが実用化され， 国

鉄車両では現在客車食堂車(オシ 16 形

式) . 電車の ピュ アェ に設備 されて 写真ー2 電子 レ ンジ外観

し、る。

これは高周波を利用した食品加熱装 10 で. 2.450MC 程度の

非常に高い周波数の電波を食品に当てて加熱させる。電子レン

ジの場合は食品に周波数の高い電波を当てると，食品内部の分

子の運動により食品白体が発熱する。普通の加熱~の場合は発

熱体と食品は別で， 食品は外部から熱せられるが，電子レンジ

は食品自体が発熱体となっているのが特徴である 。 函鉄で使用

している電子レンジの調理時間の例を次に示す。

電干 レ ンジによ る調理時間

| 例 数 | 時

カレ ラ イス 2 2 分

1 40秒

45砂

1 分

17:上

間
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